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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題では、数多くの新規構造を実現し、その構造によって規定された電子

系が示す物性を高い実験技術を駆使して明らかにした。その成果は、物性科学とし

て非常に高く評価でき、所期の目標を達成したと言える。また、研究成果も積極的

に発表し、世界的にも高い評価を得ている。 

しかし、研究目標の一つに掲げられた「結晶構造と電子構造にまたがった自己組

織化の概念を構築する」までは至っていない。 

 

 


